
全力投球のポイントはここだ!!
入学式から１週間。１年生の表情から不安が消え 「どの部活に入ろうかな？」といった期待や楽し、

みが頭の中の多くを占めているようで、そんな姿をうれしく見ています。もちろん、２・３年生のハツ

ラツとした姿も石中の新しい活躍を予感させ、頼もしいかぎりです （ただ、天候が不順で体調を崩し。

ている人が見られるのが気がかり。この土日で十分休養をとり、スッキリさせましょう）

石中生全員が、先生が （保護者や地域のみなさんの協力を得ながら）力を入れていきたいポイント、

をピックアップしてみました。あなた自身の目標ともリンクさせ、がんばっていきましょう。

＊２学期の後半に実施する「学校評価」の評価項目とも重なりますので、保護者のみなさまにもぜひ

お知りおきいただきたいと思います。

◆生徒が「安心して通える学校」と感じる石部中学校を具現化します
① 個々の生徒が伸び伸びと生活でき、落ち着いて授業が受けられる学校を創ろう

② 一人ひとりが大切にされ、認められる学校を創ろう（自尊感情の育成をめざして）

◆生徒が「正義と秩序のある学校」と感じる石部中学校を具現化します
① 正義を大切にしていこうという雰囲気のある学校を創ります

② 秩序を重んじ、人に迷惑をかけないという雰囲気のある学校を創ります

〔具体的な手立て・取り組みの内容〕

１ 落ち着いた授業態度の育成

① 授業改善による「生徒が意欲的に参加する授業づくり」の推進

② 人（教師・生徒）の話をしっかりと聴く態度の育成

③ 授業が大切であるという指導の継続（授業妨害・エスケープへの毅然とした対応）

２ 教育相談の充実

① 生徒の話を聴き、受けとめる相談活動の推進

② 生徒の良い点を褒め、長所を伸ばす指導の推進

３ あいさつの促進

（先生も生徒も元気にあいさつする雰囲気づくり）

① 生徒へのあいさつの奨励指導の継続

② 教師からの積極的なあいさつの実施

③ 生徒会活動として、あいさつ運動等の取り組みの推進

４ 非暴力の徹底

（暴力は絶対に許されないという風土づくり）

① 暴力は絶対に許されないという指導の継続

② 暴力への毅然とした対応

③ 保護者との連携、協力体制の推進

④ いじめの早期発見、早期対応

線をつけたところは、先生だけの努力で実現できるものではありません。石部中学校の一員で

あるあなたの力が必要です。全員の力をあわせてこその「全力投球 、協力をお願いします。」

今年度、重点的に取り組むこと
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４月８日のメッセージから
始業式や入学式では、さまざまな立場のかたから、さまざまなメッ

セージが発信されました 「初心忘れるべからず」という言葉がありま。

すが、１年生はメッセージを聞いたときの思いを忘れず、中学校生活

を意義あるものにしていきましょう。そうしたメッセージの中から、

石中生全員の心にとめてほしい言葉を再録します。

〔新入生 誓いの言葉〕

私たち１００名は、本日、湖南市立石部中学校に入学しました。

私たちは、今日から石部中学校の生徒としての誇りをもって、この緊張感と喜びを胸に、お互いが助

けあい支えあって、勉強、部活動に励んでいきたいと思います。

先日、中学校に来たとき 「全力投球」という言葉を見て強く心に残りました。私たちはどんなとき、

でも一生けんめいに取り組み、力いっぱい出し切ってがんばります。中学校生活を元気いっぱい有意義

に過ごすことを誓います。 （新入生代表）

（＊２・３年対象の始業式で生徒会から呼びかけられた言葉です）〔新学期を迎えるにあたって〕

今日から新しい学年になりました。新２年生は職場体験があり、楽しみにしている人もいると思いま

す。後輩も入ってきて、今まで先輩に教えてもらってきたことを後輩に教えることがあると思います。

そうすると、先輩の立場ややるべきことがわかると思います。

新３年生はすぐに修学旅行があり、実行委員を中心に計画が進んでいます。ただ、受験生でもあり、

勉強ばかりでつらくなることもあると思いますが、仲間がいることを忘れずにがんばりましょう。

ふだんの生活では 「やる時はやる」というオンとオフの切り替えをしっかりつけましょう。ベル着、

はほとんどの人が守れるようになってきています。それだけに、忘れ物をしないように気をつけ、勉強

への意欲を高めましょう。そして、今年度も健康で元気よく過ごしましょう （副会長）。

My First Week in Ishibe JHS
（日本語訳は次号で）わかるかな？ 先生のメッセージ

I have lived and worked in Japan for 5 years but, this was my first ALT position. In the
beginning of the week, I felt like a first year student. I was nervous and often confused as
everything was new. It is now the end of the first week and it feels like I have been here
for a month! The teachers here work hard for the children and are always friendly with
them; from them I learn how to be a good JHS teacher. The best part of this school
though is the children. They have made me feel very welcome and are warm, friendly
and funny; every day has just been getting better and better!

＊昨日まで「春の交通安全運動」が展開されていました。しかし、運動が終わったからと言って自転車

の乗り方が適当になっていいというわけではありません。４月は自転車に慣れない１年生、登校の列

から飛び出してしまう小学生など、事故の起こる要素がそこかしこにあふれています。登下校の際は

交通ルールを守り、安全に十分注意しましょう。


